
基礎杭溶接管理技術者講習会

活動期間： 2021年5月～2021年11月

第10回 「若手技能者の採用や育成に資する活動に対する助成」

活動報告会：2022年3月8日



名称： 一般社団法人 全国基礎工事業団体連合会（略称：全基連）

代表者： 梅田 巖

許可業種： とび・土工工事業

所管 ： 国土交通省土地・建設産業局建設市場整備課

沿革： 昭和49年7月 中小企業等協同組合法第27条の2第1項により建設大

臣の許可を受け、全国基礎工業協同組合連合会を設立

昭和49年10月 建設業第27条の33により建設大臣に届出

平成28年4月 一般社団法人 全国基礎工事業団体連合会を設立

（一社）全国基礎工事業団体連合会の概要



（一社）全国基礎工事業団体連合会の概要

組織
本部 一般社団法人 全国基礎工事業団体連合会

加盟会員（7組合） １．北海道基礎工業協同組合

２．東北基礎工業協同組合

３．東日本基礎工業協同組合

４．近畿基礎工業協同組合

５．中四国基礎工業協同組合

６．九州基礎工業協同組合

７．沖縄基礎工業協同組合

常設委員会
・ 雇用改善推進委員会 ・ 定期教育委員会

・ 広報委員会 ・ 情報システム委員会

・ 安全管理活動促進委員会 ・ 専門工事業イノベーション戦略委員会

・ 新分野進出検討委員会 ・ 保険制度検討委員会

・ 登録基礎工基幹技能者講習委員会 ・ 全基連技術検討委員会

・ 優良・適格業者審査委員会



連合会事業テーマ
(1) 組合組織の充実・強化

(2) 組合員の財政基盤の安定化

(3) 人材確保・育成・能力向上

(4) 新技術開発の推進

(5) 教育事業による資格取得の推進

(6) 安全衛生対策

(7) 情報ネットワークの強化・充実

(8) 労働条件の改善と従業員賃金水準の向上

（一社）全国基礎工事業団体連合会の概要

(1) 溶接関係 管理技術者教育および資格検定を実施

(2) 車両系建設機械（基礎工事用）運転業務従事者安全衛生教育の実施
(3) 車両系建設機械（整地・運搬・積込・掘削用）

運転業務従事者安全衛生教育の実施
(4) 杭工事よろず相談コーナー（平成25年度～）
(5) 土木施工管理技術検定試験受験対策講習会（平成28年度～）
(6) 鋼管杭施工管理技術者育成事業（平成29年度～）
(7) ボーリング情報分析士育成事業（平成29年度～）



基礎杭溶接管理技術者講習会の開催

活動内容

＊ 杭溶接作業における施工管理技術者の育成

目的

＊ 基準化による溶接技能・技術向上と普及

＊ 品質向上と確保

（一社）日本溶接協会 「溶接管理技術規準」の

WES7601、WES8106の規準による

基礎杭溶接管理技術者育成のための講習会



活動内容

受講対象者：全基連の所属企業

組合以外の企業を含めた関係業界

開催日： ①名古屋 5月29日・30日

②大阪 7月17日・18日

③東京 7月25日

④広島 10月2日・3日

⑤東京 11月6日・7日



活動内容

受講申込

新規 更新

・合否判定

・次回の試験問題選定
合格者

受講者情報登録

受講（2日間） 受講（1日間）

検定試験（新規用） 検定試験（更新用）

検定委員会開催

修了証発行

新規 80名
更新194名



活動内容

5回の講習会開催により

新たな技術者80名が誕生！

2021年11月末時点

累計8,728名

・ 土木工事共通仕様書

・ 道路橋示方書・同解説

・ 住宅・都市整備公団

・ 鋼管杭－その設計と施工

溶接管理技術者の必要性

＜特記事項＞

2021年5月30日

名古屋

2021年7月25日

東京



活動の効果

溶接管理技術者の普及効果

技術者が増加すれば、さらなる普及効果が期待できる！

合格者：新規80名・更新194名

2021年度 基礎杭溶接管理技術者講習会

他、3回開催分を合わせるとさらに増加

現場の意識向上 品質向上と確保 溶接技能・技術の向上



活動の効果

全基連ＨＰ 杭工事よろず相談

溶接に関する問い合わせ多数

（2008年～ 311件）

・ テキスト内容について

・ 直流セルフシールドワイヤによる

コンクリート杭の溶接について

・ 鋼管矢板継杭溶接について 等

・ 技術者のレベルアップ

・ 品質の向上

効
果

回答例



活動の成果

技能・経験が評価され、適切な処遇につながる

技能者の能力評価

基礎杭溶接管理技術者は、レベル２に該当！


